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盆
を
過
ぎ
て
夏
休
み
も
終
わ
る
頃
に
な
る
と
風
も

秋
め
い
て
、
雲
の
色
や
セ
ミ
の
声
に
も
物
の
哀
れ
を

感
じ
る
よ
う
な
今
、
自
然
界
は
急
変
し
酷
暑
、
豪
雨
、

豪
雪
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
と
い
う
恐
怖
を
か
か
え
て

生
活
し
て
い
る
世
の
中
で
す
。
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
「
深
く
息
を
吸
っ
て
」
と
い
う
号
令
に
ち
ょ
っ
と

戸
惑
う
心
境
で
す
。

　

社
会
生
活
全
般
に
閉
塞
状
態
を
強
い
ら
れ
て
い
る

現
状
は
心
身
共
に
伸
び
盛
り
の
少
年
少
女
に
と
っ

て
、
大
き
な
弊
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
社
会
情

勢
が
一
刻
も
早
く
終
息
し
て
健
全
な
環
境
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
友
達
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る

豊
か
な
心
や
、
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ

る
健
康
な
身
体
も
蝕
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
は
親
の
背
を

見
て
育
つ
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い

う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
親
が
、
大
人
が
子
ど
も
達
に
目

を
向
け
関
心
を
も
っ
て
家
庭
の
あ
り
方
や
家
族
と
の

ふ
れ
合
い
を
し
っ
か
り
と
見
直
し
て
、
ま
ず
わ
が
子

の
健
全
な
成
長
に
心
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民
の
会
の
事
業
運
営

に
も
多
大
な
支
障
を
及
ぼ
し
て
お
り
困
惑
至
極
で
す

が
、
市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
子
ど
も
達
の
安
全

確
保
の
た
め
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
、
あ
い
さ

つ
声
か
け
運
動
、
通
学
路
の
点
検
等
々
、
私
達
の
未

来
を
担
う
青
少
年
の
逞
し
い
成
長
の
た
め
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
預
か
り
す
る
貴
重
な
会
費
の
有
効
活
用
を
し
て
、

更
な
る
有
意
義
な
事
業
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
健

全
育
成
の
一
助
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
し
、
今
後
共
尚
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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篠
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應
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青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民
の
会

で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
、
高
校
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、

人
助
け
や
思
い
や
り
を
も
っ
た
行
動
・

親
切
・
環
境
の
美
化
活
動
等
、
小
さ
な

活
動
や
継
続
的
に
物
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
な
ど
、
賞
賛
に
値
す
る
良
い
行
い

に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
玉
里
学
園
義
務
教

育
学
校
よ
り
推
薦
さ
れ
ま
し
た
、
同
校

９
年
生
の
６
名
の
皆
さ
ん
に
賞
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

玉里学園義務教育学校　９年生

・亀井 勇希 ( かめい ゆうき ) さん　　　・小田切 勇樹 ( おだぎり ゆうき ) さん
・竹田 蒼空 ( たけだ そら ) さん　　　　・長谷川 佳彦 ( はせがわ よしひこ ) さん
・岡部 仁紀 ( おかべ よしのり ) さん　　・福田 大空 ( ふくだ そら ) さん

あなたの美しい心は みんなの模範となりますあなたの美しい心は みんなの模範となります

善 行 青 少 年 表 彰善 行 青 少 年 表 彰

●

善

行

内

容

●

　

下
校
途
中
に
民
家
で
火
災
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
発
見
。
通
り
が
か
っ
た
車
の

運
転
手
に
１
１
９
番
を
依
頼
。
そ
の
後
、

近
所
の
家
を
訪
ね
て
回
り
、
避
難
を
呼
び

か
け
た
。

少
年
の
主
張
作
文

　

火
災
現
場
を
発
見
し
た
６
名
の
皆
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
現

場
を
発
見
し
た
時
に
は
、
「
初
め
て
大
き

い
火
事
を
見
た
の
で
怖
か
っ
た
」
と
竹

田
さ
ん
。
し
か
し
仲
間
６
名
で
「
１
１
９

番
を
し
な
き
ゃ
！
」
「
周
囲
に
火
事
を
知

ら
せ
よ
う
」
と
、
誰
と
は
な
し
に
、
各
々

が
と
っ
さ
の
行
動
に
で
て
い
た
そ
う
で

す
。
今
回
の
表
彰
を
受
け
、
「
火
事
が
広

が
ら
な
く
て
良
か
っ
た
」
「
中
々
こ
の
よ

う
な
行
動
が
で
き
る
人
は
少
な
い
と
思

う
。
み
ん
な
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
」
「
表
彰

を
受
け
、
家
族
や
み
ん
な
に
自
慢
で
き
る

こ
と
が
増
え
て
う
れ
し
い
」
等
、
自
分
を

誇
り
に
思
っ
て
い
る
と
少
し
照
れ
く
さ

そ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

香
取
総
務
部
会
長
は
、「
こ
の
よ
う
な
行

動
に
出
ら
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
勇
気
と
知
恵
を
も
っ
て
み
ん
な

の
模
範
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ

ん
の
、
益
々
の
成
長
と
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

〈
本
会
　
事
務
局
〉

　

少
年
の
主
張
作
文
は
毎
年
茨
城
県
青

少
年
育
成
協
会
が
県
内
の
中
学
生
を
対

象
に
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
県

内
の
多
く
の
中
学
生
が
、
社
会
や
世
界

に
向
け
て
の
意
見
や
未
来
へ
の
希
望
、

家
庭
や
学
校
生
活
・
地
域
活
動
及
び
友

達
や
身
の
回
り
の
事
な
ど
を
作
文
に
し

て
応
募
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
応
募
し
て
く
れ
た
市

内
の
中
学
生
代
表
と
し
て
、
３
名
の
み

な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
私
は
私
の
ま
ま
で
』

『
未
来
』

『
差
別
に
つ
い
て
』

美
野
里
中
学
校
３
年
生

川
根 

麻
依
子 

さ
ん

美
野
里
中
学
校
３
年
生

君
羅 

友
那 

さ
ん

小
川
南
中
学
校
３
年
生

富
山 

春
香 

さ
ん
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寄
稿
寄
稿

　
　
玉
里
学
園
義
務
教
育
学
校

校
長
　
吉
永
　
成
範

　

子
供
た
ち
は
、
他
者
と
の
交
流
、
つ

な
が
り
に
よ
り
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
校
の
玉
里
学
園
義
務
教
育

学
校
が
開
校
し
、
交
流
を
意
識
し
た
学

校
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
小
学
生
と
中
学
生
が
一
緒
に

遊
ぶ
縦
割
り
班
活
動
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
遊
び
を
通
し
て
、
幅
広
い
人
間
関

係
を
作
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
縦
割
り

班
活
動
が
な
い
昼
休
み
で
も
、
小
学
生

と
遊
ぶ
中
学
生
が
増
え
ま
し
た
。
中
学

生
に
は
、
年
下
の
者
を
い
た
わ
り
、
思

い
や
る
心
が
育
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
は
中
学
生
の
行
動
を
お

手
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、

学
習
や
学
校
行
事
面
で
も
小
中
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
「
玉
里
学
」
と
い
う
郷
土
学

習
を
全
学
年
で
実
施
し
、
地
域
の
方
と

の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
、
環
境
・
福
祉
・
歴
史
等
、

専
門
の
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
「
玉

里
学
」
の
学
習
の
中
で
、
そ
の
方
々
か

ら
お
話
を
聞
い
た
り
、
一
緒
に
活
動
し

た
り
す
る
機
会
を
設
け
、
地
域
の
方
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
郷
土
愛
と

と
も
に
、
人
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
一
部
交
流
を
制
限
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

に
は
交
流
活
動
は
不
可
欠
で
あ
り
、
終

息
後
に
は
、
地
域
の
多
く
の
方
に
学
校

へ
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

令和３年度　青少年を育てる小美玉市民の会　組織図令和３年度　青少年を育てる小美玉市民の会　組織図

○会　長　篠根　捷應　　　　○会　計　村山　尚武　　　　○監　事　篠原　成美

○副会長　永井　政二　　　　○会　計　山野辺　勉　　　　○監　事　谷内　親　

○副会長　中山　健一　　　　○会　計　戸塚　俊宏　　　　○監　事　鶴町　守　

○副会長　鈴木　久　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

玉
里
支
部

○
支
部
長
　
　
野
口
　
勝
可

　
副
支
部
長
　
中
山
　
健
一

　
副
支
部
長
　
小
山
田
香
代

○
支
部
長
　
　
篠
原
　
祐
一

　
副
支
部
長
　
来
栖
　
匠
一

　
副
支
部
長
　
森
下
　
知
是

○
支
部
長
　
　
磯
辺
　
寛

　
副
支
部
長
　
井
坂
　
守

○
支
部
長
　
　
栗
原
　
好
浩

　
副
支
部
長
　
佐
藤
　
勝

　
副
支
部
長
　
大
山
　
英
明

○
支
部
長
　
　
広
瀬
　
孝
夫

　
副
支
部
長
　
吉
沢
　
正
志

○
支
部
長
　
　
大
原
　
光
浩

　
副
支
部
長
　
笹
目
　
浩
之

　
副
支
部
長
　
野
原
　
芳
浩

○
支
部
長
　
　
小
田
　
和
広

　
副
支
部
長
　
長
谷
川
正
幸

　
副
支
部
長
　
田
山
　
博
之

　
副
支
部
長
　
古
渡
　
洋
一

○
部
会
長
　
　
信
田
　
悟

　
副
部
会
長
　
斎
藤
　
芙
美
子

○
部
会
長
　
　
高
木
　
喜
代
志

　
副
部
会
長
　
藤
田
　
俊
光

○
部
会
長
　
　
前
野
　
恵
美
子

　
副
部
会
長
　
小
林
　
ミ
ワ
子

○
部
会
長
　
　
香
取
　
憲
一

　
副
部
会
長
　
小
松
　
達
也

納
場
支
部

堅
倉
支
部

羽
鳥
支
部

竹
原
支
部

小
川
南
支
部

小
川
北
支
部

広
報
部
会

健
全
育
成
部
会

家
庭
部
会

総
務
部
会
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本
会
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
事
業

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
様

は
じ
め
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
賛
助
会
員
の
皆
様

の
支
援
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま

す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
行
政
区
長
並
び
に
住
宅
管
理
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
特
段
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
、
併
せ
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
各
行
事
が
中
止
と
な

り
、
活
動
報
告
が
殆
ど
無
く
紙
面
構
成

が
困
難
な
中
で
、
豊
富
な
情
報
網
を
持

つ
役
員
の
お
か
げ
で
、
広
報
誌
と
し
て

の
役
割
が
保
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
広
報
誌
の
た
め
に
、
快
く

記
事
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
賛
否
が
二

分
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
は
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
歴

史
に
残
る
事
例
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
は
増
え
続

け
、
８
月
18
日
現
在
全
国
で
は
40
都
道

府
県
で
ス
テ
ー
ジ
４
の
爆
発
的
感
染
拡

大
の
状
態
で
し
た
。
本
県
は
独
自
の
非

常
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
が
、
感

染
力
の
強
い
イ
ン
ド
由
来
の
デ
ル
タ
株

が
主
力
と
な
り
、
感
染
拡
大
が
収
ま
る

気
配
は
ま
っ
た
く
見
え
ず
、
特
に
ワ
ク

チ
ン
の
無
い
12
歳
以
下
の
若
年
層
で
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
紙
面
が
皆
様
に
届
く
頃
、
感
染

が
収
ま
る
こ
と
を
祈
っ
て
！

〈
広
報
部
会
　
相
島
　
清
〉

あいさつには　”あい ”　がある

「おはよう」から始めよう。

あいさつは、人と人をつなぐ魔法の言葉。

誰でも使えるステキな言葉。

みんなが使えば街はきっと明るくなる。

まずは、あなたから使ってみませんか？

ほらっ、あんがいカンタン。

けっこうウレシイ。

あいさつ・声かけ運動あいさつ・声かけ運動

編

集

後

記

編

集

後

記

収入の部

項目
決算額
（円）

内　容

会費 1,722,400
１世帯 200 円× 8,562 戸、
賛助会員 10 口

補助金 890,000 小美玉市より

繰越金 358,129 令和元年度繰越金

諸収入 5 預金利子

計 2,970,534

支出の部

項目
決算額
（円）

内　容

会議費 8,530 役員会費等

事務費 59,654 郵送代、振込手数料

総務部会費 571,285
立志記念品 ･ 善行青少年
表彰、健全育成標語立看
板修正等

家庭部会費 0
コロナウイルス感染症感
染拡大により事業中止

健全育成部会費 266,310
令和元年度子ども議会記
録誌印刷代

広報部会費 414,568
市民の会広報紙印刷代

（２回分）

支部活動費 1,347,009

小川北支部 155,600 円
小川南支部 250,000 円
竹原支部　 141,409 円
羽鳥支部　 150,000 円
堅倉支部　 200,000 円
納場支部　 250,000 円
玉里支部　 200,000 円

負担金 5,400
水戸地区青少年育成市町
民会議負担金

計 2,672,756

令和２年度　青少年を育てる小美玉市民の会　収支決算報告書令和２年度　青少年を育てる小美玉市民の会　収支決算報告書


